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番号 品目 備考

折り畳み式簡易ベッド 500台 　現保有数　350台

旧御岳小 326台 　必要数　850台（850名分）

蘇陽支所 174台

防災備蓄マット 500枚 　現保有数　350枚

旧御岳小 291枚 　必要数　850枚（850名分）

蘇陽支所 209枚

トイレ処理セット 49箱 　現保有数　3000回分

旧御岳小 34箱 　必要数　12800回分（≒850人*5回*3日）

蘇陽支所 15箱

パーテーション 17台 　現保有数　0台

旧御岳小 12台 　必要数　17台（指定避難所数）

蘇陽支所 5台

組み立て式マルチトイレ 10台 　現保有数　14台

旧御岳小 6台 　必要数　24台

蘇陽支所 4台 　指定避難所のうち多目的トイレがない、狭小の施設12か所分

発電機 8台 　現保有数　6台

旧御岳小 5台 　必要数　14台

蘇陽支所 3台 　指定避難所のうち自家発電設備のない14施設分

投光器 28台 　現保有数　0台

旧御岳小 22台 　必要数　28台

蘇陽支所 6台 　指定避難所のうち自家発電設備のない14施設分

防災倉庫 3棟
　８月豪雨での状況を基に設置

　下矢部地区（葛原、三ケ、北川内）
　　いずれも公民館敷地内に設置
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（200セット/箱）　9800回分

災倉庫を設け、今後の災害に備えるものです。

防災備蓄品リスト

数量

　防災備蓄品の購入については、町の備蓄基準（避難想定者数８５０名　熊本地震時の避難者数2500名の1/3）及び

必要と考えられる備蓄品を購入するものです。

　また、昨年8月豪雨の被災状況を踏まえ、孤立後の復旧等に相当の時間を要する地域（葛原、三ケ、北川内）に防

一定期間避難生活を送る指定避難所数（17か所）を基に、現在、町が保有する備蓄品の不足分と避難生活を送る上で

　　防災備蓄品購入基礎

　備蓄品の配置数量は、矢部地区及び清和・蘇陽地区の指定避難所の避難者受入数及び避難所数、在庫数を基に算出

　矢部地区（施設数12か所・受入数1240名）、清和・蘇陽地区（施設数5か所・受入数550名）

し、それぞれの保管場所において不足する数量としたものです。
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